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令和６年度校内研究

行方市立麻生中学校

１ 研究主題 思考力、判断力、表現力等を高めるための学習指導の在り方

評価からの授業改善を通して

２ 主題設定の理由

中学校学習指導要領（平成29年告示）では､｢主体的・対話的で深い学びの実

現に向けた授業改善を通して、創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開す

ること。」が示されている。その中で､｢基本的・基礎的な知識及び技能を着実に

習得させ，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表

現力等を育むとともに，主体的に学習に取り組む態度を養い，個性を生かし多

様な人々との協働を促す教育の充実に努めること。」「生徒のよい点や進歩の状

況などを積極的に評価し，学習したことの意義や価値を実感できるようにする

こと。」や「各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把握する観点から、単元

や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫して

学習の過程や成果を評価し、指導の改善や学習意欲の向上を図り、資質・能力

の育成に生かすようにすること。」が明記されている。

また、行方市教育委員会学校教育課から示された「評価からの授業改善」の

授業改善の資料（令和５年５月９日）からは､｢評価からの授業改善」とは、見

取ったことを指導に生かす「授業改善」の視点と、目標を理解し指導したこと

を目標に照らして見取る「評価力」の２つで成り立つことが示された。これら

のことから、評価からの授業改善を通して、基礎的・基本的な知識及び技能を

活用し、思考力、判断力、表現力等を育てることが重要だと考える。

さらに、令和５年度茨城県学力診断のためのテストや実力テストにおける本

校生徒の結果から、知識及び技能の向上は見られたが、思考力、判断力、表現

力等には課題が見られることが分かった。これまでの評価からの授業改善では

主体的・対話的で深い学びを確実に実現するための学習指導を行ってきたが、

これからは、基礎的・基本的な知識及び技能を活用し、思考力、判断力、表現

力等を育てるための学習指導を行う必要があると考える。

これらのことから、評価からの授業改善を通して､｢生徒の思考を表出させる

工夫」､｢思考力、判断力、表現力等を高める生徒主体のクラスワークの実践」

「指導と評価の一体化と評価を生かした指導の工夫・改善」を行えば、生徒の

思考力、判断力、表現力等を育てることができるであろうと考え本研究主題を

設定した。

３ 研究のねらい

各教科の授業において、評価からの授業改善を通して、生徒の思考力、判断

力、表現力等を育てるための学習指導の在り方を追究する。
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４ 研究の仮説

各教科の授業において、評価からの授業改善を通して､｢生徒の思考を表出さ

せる工夫」､｢思考力、判断力、表現力等を高める生徒主体のクラスワークの実

践」､｢指導と評価の一体化と評価を生かした指導の工夫・改善」を行えば、生

徒の思考力、判断力、表現力等を育てることができるであろう。

５ 研究の内容

(1) 基本的な考え方

① 思考力、判断力、表現力等を育てるとは

「思考力、判断力、表現力」とは、社会や生活の中で直面するような未

知の状況の中でも、その状況と自分との関わりを見つめて具体的に何をな

すべきかを整理したり、その過程で既得の知識や技能をどのように活用し

必要となる新しい知識や技能をどのように得ればよいのかを考えたりする

力のことである。これは、生徒の学習の中で考えると、資料から得られる

様々な情報を関連付けながら、課題に対する自分の考えをもち、それを友

達との対話の中で、試行錯誤しながら自分なりに結論付け、その考えを相

手に分かりやすく筋道立ててアウトプットしていく力が必要であると考え

る。これらの力は、それぞれが明確に分かれているわけではなく、「思考

力、判断力、表現力等」を一体としてとらえ、課題解決のために働く力（

探究的な学び）としてとらえることが重要である。

② 指導と評価の一体化の推進

昨年度に続き本研究でも､｢学習を通して身に付けるべき資質・能力がど

のくらい身に付いているかを評価規準に照らして見取り、適切な支援を行

うことで児童生徒の学習改善につなげるために行う評価」を「指導に生か

す評価」とする。また､｢指導した内容について、児童生徒の達成状況を見

取り、記録に残して総括するための評価」を「記録に残す評価」とする。

これらを相互補完的に行うことで、指導と評価の一体化を図ることができ

ると考えられる。

指導案の「生徒の実態」を「診断的評価｣､指導計画の「指導に生かす評

価」を「形成的評価｣､「記録に残す評価」を「総括的評価」を見取る場面

として想定する。まずは、診断的評価の場面においては生徒の実態から見

取った課題を回復する手段とその時間を指導案上に明記し、回復の指導を

行う。また、形成的評価については、支援が必要な生徒に対しどの場面で

どのような支援を行うのか、指導案上に明記する。さらに、総括的評価に

ついては、単元の終末で具体的にどのような記述等が見られれば、単元の

目標を達成したと言えるのか、指導案上に明記する。このように、指導と

評価の一体化を図ることで、生徒の学習に対する理解度を高めることがで

きると考える。
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６ 検証の方法

本研究の検証のため、生徒に対するアンケートを実施し、研究実践につい

てまとめを行う。また、全国学力・学習状況調査や茨城県県学力診断のため

のテスト等でも生徒の学力向上の状況を確認できるようにする。

７ 研究計画

月 研 修 内 容

４ ・校内研究に向けた共通理解と研究組織の作成

・全国学力・学習状況調査結果からの分析・学び直し

・行方市ＩＣＴ授業公開

５ ・校内研究授業

６ ・校内研究授業、

７ ・１学期の成果と課題と今後の取組について

８ ・パワーアップ訪問①（理論研修）

・２学期の授業実践に向けて

９ パワーアップ訪問②（実践）

10 ・校内研究授業

11 ・校内研究授業、パワーアップ訪問③（実践）

12 ・茨城県学力診断のためのテスト対策

１ ・茨城県学力診断のためのテスト分析・学び直し

２ ・校内研究授業

３ ・１年間の反省と次年度の取組について


